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ですから，「文字を使った技」というぐらいの意味で，“art of letters”ということです。 











 “Oxford English Dictionary”というとても大きな十数巻の辞書で“grammar”を引く
と，こう書いてあります。“In early English use grammar meant only Latin grammar, as 

































































 これをきっかけとして，これから 100～200 年の間にさまざまな文法書が出ては消えてい
くという時代になってきます。そして，現代の規範文法が確立してきた時期，1762 年，18
























うなるのだということをしっかりと定めたのがこの Robert Lowth の文法書です。それ以前
の時代，先ほど言った William Shakespeare，あるいは Geoffrey Chaucer という中世期の
『カンタベリー物語』を書いた有名な作家なども，二重否定がそのまま否定文になってい
ます。全体として否定のニュアンスを持っている文は，かなり有名な作家も使っているの
です。しかし Lowth は，理屈の方が優先すべきであるという考え方で文法を定めたのです。 


























 それでも Lowth の文法に対しては欠点に対する批判があるのですが，ここでその欠点を
克服するような規範文法の決定版が出てきます。それが Lindley Murray の“English 































































ＩＯ（Indirect Object：間接目的語）があります。５文型という概念は 20 世紀になって
から出てきたもので，Murray の時代にはないのですが，前置詞が付いているものは目的語
の範疇から外すという決まりがあるので，そうするとこれはＳＶＯの第３文型になります。 












 では，これを見てください。I brought a glass of water to the table．これは先ほど
の“I brought a glass of water to Pat”と似ていますね。Pat が“the table”に替わ
っただけです。では，これを二重目的語構文に書き換えられるかというと、できない。こ
れは容認不可能だということです。ここにまず一つ，存在理由が見えてきます。 
 同じように，“I sent some books to New York”を“I sent New York some books”と
は普通いわない。これは書き換えられません。ですから，“I sent some books to New York”




















う table が世の中に存在するようになったとしたら，この“I brought the table a glass 
of water”は容認可能になるかもしれません。 
 “I sent New York some books”も，New York は一つの場所ですから，場所が本を所有





す。She gave me a headache[a kiss/ an idea]．彼女は私に頭痛をくれた，つまり彼女の
ことを考えると何か頭が痛い。彼女は私にキスをしてくれた。何かいいアイデアをくれた。
日本語はいろいろあります。 



























から，“A book was given Mary”というのは，少なくとも“A book”と不定冠詞が付いて



















 それを情報構造という点から見てみたいのですが，“John gave Mary a book”の文が使
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っていき方としては，例えば Mary について何か話をしている，「Mary が何かもらったんだ
ってね」という状況であれば，当然 Mary を主語に持ってくるのが普通です。その場合には
“Mary was given a book by John”といえます。 
 例を変えると，“What happened to John?”という場合，明らかに John が旧情報で話の
焦点になります。この話の焦点になる部分は，当然答えるときに主題として主語に持って







































































































































“Will you do me a favor?”と習います。「お願いがあるのですが」と，割合これは丁寧




考にした話ですが，“Can I have～?”“May I have～?”は一種のセットフレーズとして頭





ようになり，“have”のところに“open”が使えるようになります。あるいは“Can you pass 















































































て，そこに今度ベーシック・イングリッシュというのが 850 語ありますね。850 語でもっ
て言えるような雰囲気を文科省で積極的につくってやれば，ただで，モルモン教の学生な
どを使ったりして，非常にいいチャンスになるだろうと思います。ただ先生が机に向かっ
て教えるだけだから，東後勝明さんのように『最後の挑戦』なんて結局何にもものになら
ないのかな。 
 
（守屋） そうですね。おっしゃる趣旨はとてもよく分かります。今は昔と違って海外に
とても行きやすくなっているので，金沢大学のようなところですら短期留学の制度をつく
ったり，中学・高校レベルでもホームステイに行く子とかも多くなっています。 
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（質問者３） 海外に行かせるというのは金が掛かって駄目です。日本にあるインターナ
ショナルを使って誰でも英語を使う機会を与えるべきです。交換授業というのがあるので
す。 
 
（守屋） そこは確かに，海外にはやりたいけれど金は掛かるというのはいつもわれわれ
も話していて悩むところです。 
 
（質問者３） 大学の先生がそのようなことをオーガナイズすべきだと思います。 
 
（守屋） ご意見は参考にさせていただきます。ありがとうございました。 
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